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はじめに①
障害児支援に求められる「権利擁護」とは？

• 障害のあるこどもの支援に当たっては、こどもの権利条約、障害
者権利条約、こども基本法、児童福祉法等が求めるこどもの最善
の利益が考慮される必要がある。特に、障害のあるこどもが、自
由に自己の意見を表明する権利及びこの権利を実現するための支
援を提供される権利を有することを認識することが重要である。
具体的には、職員は、こどもの意向の把握に努めること等により、
こども本人の意思を尊重し、こども本人の最善の利益を考慮した
支援を日々行う必要がある。

• 障害のあるこどもの権利擁護のために、虐待等のこどもの人権侵
害の防止に関する次のような取組も積極的に行っていくことが重
要である。

 (1) 虐待防止の取組
 (2) 身体拘束への対応

※出典：「児童発達支援ガイドライン」「放課後等デイ
サービスガイドライン」「保育所等訪問支援ガ
イドライン」（令和６年７月）

権利擁護＝意見表明権の尊重＋虐待防止（身体拘束適正化）



はじめに②
虐待防止と意思決定支援の関係

➢支援の場での虐待発生の構造

あるべき支援 ：こども中心（本人主体）

↑↓

虐待・権利侵害：支援者中心（支援者主体）

➢意思決定支援は虐待防止の最善策

意思決定支援（こども中心・本人主体の支援）が適切に実施され
る場では、虐待・権利侵害は生じない。

両者の関係が
逆転したとき

虐待・権利侵害が
発生する



Ⅰ. こどもの権利と意見表明権



１．権利の主体としてのこども

➢ こどもの権利の明確化

・こどもの権利条約（児童権利条約）

 （1989年11月20日：国連総会採択、1994年4月22日：日本の批准）

・世界的な観点からこどもの人権の尊重・保護の促進を目指す

➢ 社会におけるこどもの位置づけの転換

「弱くておとなから守られる存在」

↓

「ひとりの人間として人権（権利）をもつ権利の主体」

➢ こどもの権利は…

・こどもは生まれながらに人権（権利）をもっている。

・義務と引き換えに与えられるものではない。

・何かをしないと取り上げられるものでもない。



２．こどもの権利条約の４つの原則

① 差別の禁止（差別のないこと）

すべてのこどもは、こども自身や親の人種や国籍、性、意見、障がい、
経済状況等、いかなる理由でも差別されず、条約の定めるすべての権利
が保障される。

② こどもの最善の利益（こどもにとって最もよいこと）

こどもに関することが決められ、行われる時は、「そのこどもにとって
最もよいことは何か」を第一に考える。

③ 生命、生存及び発達に対する権利（命を守られ成長できること）

すべてのこどもの命が守られ、もって生まれた能力を十分に伸ばして成
長できるよう、医療、教育、生活への支援などを受けることが保障され
る。

④ こどもの意見の尊重（こどもが意味のある参加ができること）

こどもは自分に関係のある事柄について自由に意見を表すことができ、
おとなはその意見をこどもの発達に応じて十分に考慮する。



３．こどもの意見表明権の保障の根拠

国連
児童
権利
条約

第12条 児童の意見表明権
1 締約国は、自己の意見を形成する能力のある児童がその児童に

影響を及ぼすすべての事項について自由に自己の意見を表明す
る権利を確保する。この場合において、児童の意見は、その児
童の年齢及び成熟度に従って相応に考慮されるものとする。

こども
基本法

第３条 基本理念
三 全てのこどもについて、その年齢及び発達の程度に応じて、自

己に直接関係する全ての事項に関して意見を表明する機会及び
多様な社会的活動に参画する機会が確保されること。

四 全てのこどもについて、その年齢及び発達の程度に応じて、そ
の意見が尊重され、その最善の利益が優先して考慮されること。

児童
福祉法

第２条
全て国民は、児童が良好な環境において生まれ、かつ、社会のあら
ゆる分野において、児童の年齢及び発達の程度に応じて、その意見
が尊重され、その最善の利益が優先して考慮され、心身ともに健や
かに育成されるよう努めなければならない。

意見表明権：意見を聴かれるこどもの権利  意見を聴く大人の義務



• 締約国には、自己の意見を聴いてもらううえで困難を経験している
こどもたちを対象としてこの権利の実施を確保する義務もある。

  たとえば障害のあるこどもは、自己の意見の表明を容易にするうえ
で必要ないかなるコミュニケーション形態も用意されるべきである
し、それを使えるようにされるべきである。

（国連児童権利委員会「一般的意見12号」2009年, 21項, 抜粋）

• 締約国はさらに、こどもが自分自身の生活のなかでますます意思決
定の責任を負っていく能力の発達を促進および尊重することに関す
る、家族および専門家を対象とした訓練の発展を支援することが求
められる。 （国連児童権利委員会「一般的意見９号」2006年,32項, 抜粋）

４．障害のあるこどもの意見表明権をめぐって
（国連児童権利委員会「一般的意見」から）

・こどもの意見表明権に関する議論・取組において、
障害のあるこどもは含まれてきたか？

・障害のあるこどもの意見表明権保障の充実を！



５．こども期の成長の姿と意見表明権の尊重

誕生前～幼児期 学童期・思春期 青年期

• こどもの将来にわ
たるウェルビーイ
ングの基礎を培い、
人生の確かなス
タートを切るため
の最も重要な時期。

• 学童期は、こどもにとって、身体も
心も大きく成長する時期であり、自
己肯定感や道徳性、社会性などを育
む時期。

• 思春期は、性的な成熟が始まり、そ
れに伴って心身が変化し、自らの内
面の世界があることに気づき始め、
他者との関わりや社会との関わりの
中で、自分の存在の意味、価値、役
割を考え、アイデンティティーを形
成していく時期。

• 大学等への進学や
就職に伴い新たな
環境に適応し、専
門性や職業性を身
に付け、将来の夢
や希望を抱いて自
己の可能性を伸展
させる時期。

こども主体／こどもの意見表明権の尊重

➢ こども期における成長の姿 出所：こども家庭庁資料



６．ライフステージに寄り添う意思決定支援
（人生とともに続く意思決定支援）

• 意思決定支援は、本人の長い人生（ライフステージ）に寄り添い
進められる。

• 児童期（～17歳）成人期（18歳～64歳）高齢期（65歳以上）の、そ
れぞれにかかわる支援者の連携が重要である。

• 児童期は、本人の長きにわたる人生で必要とされる “意思決定の
力” を育む大切な時期である。

児童期 成人期 高齢期

18歳 65歳

本人の“思い”の一貫性の担保
本人の意思決定の“伴走者”の切れ目のない連携

→ 「障害児支援におけるこどもの意思の尊重・最善の利益の優
先考慮の手引き」（後述）を基本とする実践



Ⅱ. こどもの意見表明権の

尊重を実践するために



１．「障害児支援に求められるこどもの意思の尊重・
最善の利益の優先考慮の手引き」①

➢ 「障害児支援に求められるこどもの意思の尊重・最善の利益の優
先考慮の手引き」（令和６年８月、こども家庭庁）の取り組み

障害児支援事業所・施設においては、障害児支援におけるこどもの最善
の利益を保障するため、運営基準により、こどもの意見の尊重と最善の
利益の優先考慮の下での個別支援計画の作成や個別支援会議の実施、以
下の支援の提供が求められている。

・こどもが自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、個
別支援計画の作成時をはじめ、適時に、日々の支援の内容や将来の生
活に関して、こどもや保護者の意向を丁寧に把握し、その意思をでき
る限り尊重するための配慮をすること

・個別支援計画の作成に当たっては、例えば、個別支援会議の場にこど
もや保護者に参加してもらったり、個別支援会議の開催前に担当者等
がこどもや保護者に直接会ったりするなど、こどもの年齢や発達の程
度に応じて、様々な形でこどもや保護者の意見を聴くこと

なお、その際は、言葉だけでなく、身体の動きや表情、発声なども観察
し、こどもの意見を尊重することが重要である。



１．「障害児支援に求められるこどもの意思の尊重・
最善の利益の優先考慮の手引き」②

➢ 取り組みの進め方

・「こどもの育ちの理解・信頼関係の構築」を基盤として、「信頼関係構
築」から「意見表明支援」までのプロセスが常に繰り返されることで、
こどもの自己肯定感や自尊心の向上につながり、こども自身が困難な課
題に直面した際にも、「自分ならできる」という自己効力感をもって対
応することができる。こどもが本来持っている力が湧き出され、自分ら
しく生きていくというエンパワメントにつながっていく。これらが、こ
ども自身の意見形成や意見表明の実現、こどもの意思の尊重・最善の利
益の優先考慮の実現につながっていくものである。



１．「障害児支援に求められるこどもの意思の尊重・
最善の利益の優先考慮の手引き」③

こどもの育ちに
ついての理解

乳幼児期における大人とこどもの安定した愛着関係を構
築し、こどもの自己主張を促すために、こどもの思いや
要求を受け止め、こどもの状態や経緯を捉えてこどもの
気持ちに寄り添い、共感し、また時には励ますなど、受
容的・応答的に関わる。年齢や発達の段階に応じて、こ
どもが自ら判断し行動することを保障することも重要で
ある。

信頼関係の構築

傾聴を土台とした
こどもとの関係構築

職員は、こどもが気持ちを素直に出せる関係性を作って
いける存在となるよう、こどもが安心できる人間関係を
形成するように努める必要がある。こどもとの信頼関係
を構築していくに当たっては、まずは何よりも「傾聴」
することが重要である。

こどもに向き合う支援者としての基本的姿勢



１．「障害児支援に求められるこどもの意思の尊重・
最善の利益の優先考慮の手引き」④

意思形成支援

豊かな経験を通じた
選択肢と選択の機会

の提供

こどもが多くの経験をすることで将来の選択肢を広げら
れるように、生活場面や活動等においてより多くの体験
の場を準備する。こどもから選ぶ機会を奪わず、日常生
活や社会生活の中でその機会を創出していくことが支援
者の役割となる点に留意し、こどもが選ぶ機会に参画で
きるよう働きかけていく。

意思表出支援

小さなサインへの
気づきと意思を表出
しやすい場づくり

形成された意思が言葉やそれ以外の方法で表出されるよ
うに工夫した支援を行う。支援者が、こどもが日常的に
表出している様々な意思を見落とさずに汲み取ることが
重要である。

・すべてのこどもに意思はある（こどもの可能性への信頼）
・こどもが“意思”を自ら育むための支援



１．「障害児支援に求められるこどもの意思の尊重・
最善の利益の優先考慮の手引き」④

意見形成支援

気持ちをまとめる
手助け

こどもが何らかの意見表明をしたいと考えた場合に、誰
かに伝えたいことを意識化したり言葉にしたりできるよ
うに支援する。こどもが納得のいくまで十分に時間をか
けてじっくり話を聴き、意見をまとめる手助けをする。

意見表明支援

気持ちの言語化の
支援や代弁

「意思表出支援」や「意見形成支援」等を通して把握で
きたこどもの関心や好き嫌い等を踏まえ、こどもがその
思いや気持ちを言語化したり表現したりすることを支援
する。こどもの求めに応じて、その内容をこどもに確認
した上で、その意見を代弁することも必要である。

“意思”（内面にある気持ち）から“意見”（外への発信）へ



１．「障害児支援に求められるこどもの意思の尊重・
最善の利益の優先考慮の手引き」⑤

意見実現支援

意見の実現と尊重

自分が表明した意見を大人が傾聴してくれた経験や、表
明した意見が実現する肯定的な体験を積み重ねることに
よって、こどもの「意見を表明してよかった」「また表
明してみたい」という気持ちを育む。こどもが表明した
意見を実現できるよう努めるとともに、こどもの最善の
利益を考慮した場合、実現できない場合があっても、こ
どもに丁寧に説明し理解を求めるなど、こどもが「自分
の意見を最大限尊重してくれた」と思えるような支援に
努める。

プロセス＝自分らしい人生を生きること（“自分”“の確立）
→ こどもの自己肯定感・自尊心・自信等を育む



１．「障害児支援に求められるこどもの意思の尊重・
最善の利益の優先考慮の手引き」⑥

➢ 事業所・施設の施設運営における留意点

• 職員がこどもの権利擁護の意義や重要性、意思形成等の支援を行う目
的や支援により実現される成果等を理解し、基本的な意識を向上させ
る。

• こどもの権利擁護を実現するには一定の知識・技術等の向上が必要で
あることから、研修や事例検討を積み重ね、支援力を向上させる。

• こどもに対し、こどもが意見を表明しその意見が尊重される権利の主
体であること等について、可能な限り分かりやすく説明を行う。

• こどもの権利擁護に関する支援の記録を作成・保存し、本人の意向を
推測する際の根拠として活用する。

• 研修等の機会や（自立支援）協議会を活用して、保護者のほか、他の
関係機関・関係者と連携して権利擁護に関する取組を進める。

こどもの思いに向き合うために支援者に求められる知識・技術



１．「障害児支援に求められるこどもの意思の尊重・
最善の利益の優先考慮の手引き」⑦

➢ 事業所・施設の施設運営におけるこどもの権利擁護に関する意識
や支援の質の向上に向けて

• こどもの権利擁護の取組をより組織的に進めるため、責任者の配置
や会の設置等の仕組みを構築する。

• こども自身の意見を取り入れていく観点から、事業所・施設の運営
に関する事項の検討の場に、こどもを参画させ、一緒に検討する。

• 信頼関係構築の観点から、生活単位・活動単位の小規模化を図り、
こどもと（特定の）職員が継続的に安定した関係性を構築できる環
境を整える。

こどもの思いに向き合うためのチーム・組織づくり



２．こどもたちに肯定的な注目を①

※出典：「子どもたちに肯定的な注目を」日本肢体不自由児協会心身障害児総合医療療育センター,H28.10



２．こどもたちに肯定的な注目を②

22※出典：前掲「子どもたちに肯定的な注目を」



23

２．こどもたちに肯定的な注目を③

※出典：前掲「子どもたちに肯定的な注目を」



３．参画のはしご（The Ladder of Participation）

⑧ こどもが主体的にとりかかり、
大人と一緒に決定するもの

⑦ こどもが主体的に取りかかり、
こどもが指揮するもの

⑥ 大人がしかけ、こどもと一緒に
決定するもの

⑤ 情報を与えられ、かつ意見を求
められるもの

④ 情報は与えられるが、あてがわ
れたもの

③ 形だけのみせかけ

② 飾りもの

① あやつり

※ 出典：ロジャー・ハート著、木下勇・田中治彦・南博文監修、IPA日本支部訳（2000）『子どもの参画：
コミュニティづくりと身近な環境ケアへの参画のための理論と実際』萌文社、pp. 41-46



参考：多様な意思決定支援ガイドライン等（例）

医療

• 人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン（厚生
労働省、2007年、2015年・2018年改訂）

• 高齢者ケアの意思決定プロセスに関するガイドライン：人工的水分・栄養補給の
導入を中心として（日本老年医学会、2012年）

• 身寄りがない人の入院及び医療に係る意思決定が困難な人への支援に関するガイ
ドライン（厚生労働省、2019年）

• 小児期発症疾患を有する患者の移行期医療に関する提言（日本小児科学会、
2025年）

障害

• 障害福祉サービス等の提供に係る意思決定支援ガイドライン
 （厚生労働省、2017年）※社会保障審議会障害者部会にて「第２版案」公開

• 障害児支援におけるこどもの意思の尊重・最善の利益の優先考慮の手引き（こど
も家庭庁、2024年）

• 神奈川県版意思決定支援ガイドライン（神奈川県、2023年）
• 川崎市入所施設からの地域移行業務ガイドライン（川崎市、2023年）
• 身障協版 障害者支援施設における意思決定支援と意思の反映ガイドライン（全

国身体障害者施設協議会、2025年）

高齢
• 認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドライン（厚生労働

省、2018年）

児童 • こどもの権利擁護スタートアップマニュアル（こども家庭庁、2023年）

後見
• 意思決定支援を踏まえた後見事務のガイドライン（厚生労働省・最高裁判所等、

2020年）



参考：障がいのある方を支援するための行動規範
（抄・日本知的障害者福祉協会）

◆利用者の意思・個性の尊重
人間は誰でも自らの意思に基づいて選択し、決定する経験を通して、自分らしく生

きることができます。情報を理解し、整理して自らの意思を決定することに支援を必
要とする利用者にあっては、本人の意思決定への支援を行うとともに、家族等に十分
な説明を行った上で同意を得ます。利用者の意向を確認せず、支援者の価値判断を一
方的に押し付けるなど、支援者の都合を優先させるような支援を行ってはなりません。
障がいのある人たちの尊厳と人格を尊重し、その人らしい人生の実現のために、私た
ちは障がい福祉の専門家としての使命を果たさなければなりません。

① 福祉サービスの利用や変更に際しては、必ず本人並びに家族等に十分な情報提供と説明を行
い、本人または家族等の同意を得て実施します。

② 個別支援計画の実施については、必ず本人並びに家族等へ十分な説明を行い、同意を得て実
施します。

③ 福祉サービスに対する利用者の意見、要望などを聴く機会を定期的に設け、意見等がサービ
スに反映されるようにします。

④ 宗教的背景をもつ法人等にあっても、本人の信教の自由を尊重します。
⑤ 居室やグループの所属に関しては、本人の意思を最大限尊重するよう努めます。
⑥ 行事や利用者の活動計画には、計画の立案段階から本人が参画できるようにします。
⑦ 日課や行事をやむを得ず変更する場合は、必ず利用者に伝え、了解を得るよう努めます。
⑧ 個人の嗜好を尊重し、あらゆる場面において選択の幅を広げるよう努めます。
⑨ 日常生活においては、過去の生活歴を把握し、それまでの生活習慣を尊重します。
⑩ 言語によるコミュニケーションが難しい利用者には、代替コミュニケーション手段や表情や

行動等から利用者の意思や希望の把握に努めます。



おわりに

共生社会の源泉としての意思決定支援

あらゆる人の存在を肯定し、多様性を尊重する共生社会の実

現には、障害の有無にかかわらず一人ひとりの思いが尊重さ

れること（意思決定支援・本人中心支援）が不可欠です。

【第４期横浜市障害者プラン改定版・基本目標】

障害のある人もない人も、誰もが人格と個性を尊重し合いながら、地域
共生社会の一員として、自らの意思により自分らしく生きることができ
るまちヨコハマを目指す

※「第４期横浜市障害者プラン改定版」（令和3～8年度）
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